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1. 決算概要



連結業績概要
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連結キャッシュ・フロー計算書

連結損益計算書

・単体の主力輸出混載輸送の取扱量が増加傾向にあり、国内子会社
２社と海外子会社内外銀山ロジスティクスの業績が貢献し、
売上高8.7%、営業利益14.6%の増収増益

連結貸借対照表

・現金及び預金の増加により、流動資産は6.7億円増加し、総資産は
7.1億円増加の101億円

・利益剰余金及び為替換算調整勘定の増加により株主資本は9億円増加
の71億円となり、自己資本比率は前期末比5.6ポイント上昇の74.2%

・当期純利益を中心に営業C/Fは 13.3億円
・投資有価証券売却収入と有形固定資産の取得による支出等で
投資C/Fは0億円

・長期借入金の返済と配当金の支払により財務C/F は△8.1億円
・結果、現金及び現金同等物の期末残高は6億円増加し、51.0億円



連結業績
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(為替レートの増減は円の変動幅)

単位:百万円 2017 2016
対前年

増減率(％)
2017

期初計画
対計画

増減率(％)

売上高 21,709 19,979 8.7 21,500 1.0

営業利益 1,500 1,309 14.6 1,500 0.0

経常利益 1,588 1,333 19.1 1,500 5.9

親会社株主帰属
当期純利益

1,192 438 171.8 1,100 8.4

為替レート(USD) 112.17 108.81 3.36 108.00 4.17



連結営業利益の概要
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売上原価

販管費

営業利益
19,979 21,709 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

2016 2017
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単位:百万円 2016 対売上構成比 2017 対売上構成比

売上高 19,979 100.0% 21,709 100.0%

売上総利益 5,744 28.8% 5,989 27.6%

販管費 4,435 22.2% 4,489 20.7%

営業利益 1,309 6.6% 1500 6.9%
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連結貸借対照表の概要(前期末比)

単位：百万円（）内は前期末比増減

《主な変動要因》

流動資産
・現金及び預金

+604

固定資産
・建物及び構築物

+73
・のれん △24

固定資産

2,823 

純資産

7,974 

流動資産

7,284 

流動負債

1,695 

（+45）

（+1,118）

（+668）

（+56）

総資産 (＋ 714 )

自己資本比率 74.2％

《主な変動要因》
流動負債
・買掛金 +73
固定負債
・長期借入金△500

純資産
・利益剰余金

+901
・為替換算調整勘定

+149

437

（△460）
固定負債
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連結キャッシュ・フロー計算書の概要
単位：百万円

期首残高

4,693 

期末残高

4,496 

営業CF

946 

投資CF

△1,305 
財務CF

364 

他

△203 

2016

△197百万円

期首残高

4,496 

期末残高

5,101 

営業CF

1,338 

投資CF

△1 
財務CF

△817 他

84 

2017

605百万円



連結売上高と営業利益の四半期別推移

9

4,604 

5,545 
5,097 5,189 

5,035 

5,819 

4,916 
5,334 

5,031 
5,611 

4,866 

5,570 5,424 
5,682 

5,100 
5,616 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

2014 2015 2016 2017 2014 2015 2016 2017 2014 2015 2016 2017 2014 2015 2016 2017

1Q 2Q 3Q 4Q

（百万円） 連結売上高

235 

407 

269 

362 

88 

373 

309 
356 363 372 

322 
349 

459 
426 409 

433 

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

0

100

200

300

400

500

600

2014 2015 2016 2017 2014 2015 2016 2017 2014 2015 2016 2017 2014 2015 2016 2017

1Q 2Q 3Q 4Q

(営業利益率/％)（百万円） 連結営業利益と営業利益率

営業利益 営業利益率



2. グループ別



グループ別の売上推移
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グループ地域別売上シェア
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海外

33%

単体

47%

東アジア

17%

東南アジア

8%

南アジア

3%

北米

5%

国内子会社

20%

2016

海外

35%

単体

44%

東アジア

20%

東南アジア

8%

南アジア

2%

北米

5%

国内子会社

21%

2017

＊内部取引調整前



グループ別の営業利益推移
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海外
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20%
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グループ地域別営業利益シェア
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＊内部取引調整前

海外
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47%
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24%
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13%

南アジア

1%
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1%
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2017年は国内子会社2社及び
釜山倉庫の寄与により増益



単体のサービス別売上推移
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輸出LCL数量

(千トン) 448 457 459 451 457

LCL

FCL

LCL

FCL
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単体売上高の増減要因
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主な変動要因：数量の増加による影響

285

△ 14

128

2016 2017

売上高

数量変動

単価変動

為替の影響

9,937 10,336

399百万円

単位：百万円



3. 2018年通期計画等
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2018年連結業績予想
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事業環境(輸出入動向とドルレートの推移)
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当社グループの成長と中期経営計画
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海外ﾈｯﾄﾜｰｸの
整備と成長

第1次
中期経営計画

第3次
中期経営計画

第2次
中期経営計画

1980 2011                     2013                      2016                  2019

輸出混載を基軸に
フォワーディング
サービスを充実

国際フレイトフォ
ワーダーをめざす

国際フレイト
フォワーダー
事業の確立

東証第一部
（2015年3月）

会社設立

東証第二部
（2008年11月）

国際フレイト
フォワーダー
としての成長

数年内に
売上300億円

0

10,000

20,000

30,000

125億円 167億円 199億円 300億円



当社グループ成長の軌跡
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2015
東証
一部2008

東証
二部

300億円

1980
大阪

1997

2000
2001

2003

2006

2011

2017

2015

1990
神戸

1992
東京

1996
名古屋

1998
横浜

2000
福岡

2013
FF

2012
UCI

シンガポール

タイ

インドネシア

中国

USA

韓国

香港

インド

韓国

ミャンマー



タイ
レムチャバン支店開設

（2017.10) 

ミャンマー
国際フォワーダーの子会社化

（2017.8）

2017 TOPICS／新たな事業展開
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タイ最大の国際貿易港に拠点を置くことで
顧客の利便性の向上と、近郊工業団地への
営業強化と業容拡充を図る

日本－ミャンマー間の輸送のみならず当社
グループ企業との連携により、更なるグロ
ーバル体制の拡大に寄与する



配当金の実績と予想

23

10.00 

12.50 
13.75 13.75 

16.25 16.50 

25.00 

30.00 
32.00 32.00 

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

(配当金/円)

期末

中間

記念

※2012年と2015年6月末日を基準日としてそれぞれ1：2の株式分割を実施、上記金額は分割後配当額にて表示



当社株価の推移
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ご清聴ありがとうございました

取締役 IR担当 田中 俊光
三根 英樹

TEL 06-6260-4800
FAX 06-6260-4719

URL http://www.ntl-naigai.co.jp




